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１．はじめに 

河口に形成される河川汽水域は、河川から供給

される淡水と潮汐に伴い出入りする海水が変動を

伴いながら混合するという複雑な水環境を有して

いる。本研究は、海水が河川汽水域に浸入してか

らの経過時間（滞留時間）を定量的に評価できる

新たなモデルを開発１）することにより、底層にお

ける貧酸素水塊等、河川汽水域において問題とな

る水質諸現象の発生機構の解明につなげることを

通して、河川汽水域における水質および生態系保

全の計画に役立てることを目的としている。 

 

２．経過時間計算モデル 

河口や内湾などの汽水域における塩分の通常の

数値解析では、流れの時空間的分布を解析する流

動解析モデルによる流速や拡散係数の計算結果を

用いて、移流および拡散による塩分の変化を求め、

計算格子ごとに収支計算を行う。移流および拡散

による収支計算式は図-1に示した形で表されるが、

流速および拡散係数が流動解析モデルで与えられ

れば、変数は塩分濃度Cのみなので、図中の式は線

形と見なすことができる。このため、河口に浸入

した時間別に区分した塩分を別々の変数として計

算しても、これらを足し合わせると、塩分を区分

せずに通常通り計算した濃度と同じになる。 

海と川の境界の横断面を通して海から河道に流

入した時刻により塩分を区分すれば、区分された

塩分ごとに濃度と経過時間を求めることができる

ので、河川汽水域に設定した計算格子ごとに、存

在する塩分の平均経過時間が計算できる。 

図-2は、鉛直2次元的に河口における塩分濃度と

河口へ浸入後の平均経過時間を示したもので、上

流側で経過時間が長いことがわかる。 
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図１ 塩分収支式と、塩分の区分 
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図２ 塩分の平均経過時間（日）と、塩分(psu) 

 

３．まとめ 

河川汽水域における水質変化には、水塊の経過

時間（滞留時間）が重要な役割を果たすが、今回

開発したモデルで、この定量的評価が可能となり、

水質変化の機構解明に役立てることができる。 
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１．はじめに

河川汽水域の沿岸には、このエリア特有の塩生

植物やヨシ等の植物が繁茂しているところがあり、

環境形成に寄与している。これらの植物の成立条

件について明らかにすることは、河川汽水域の環

境を配慮した適切な河川管理に有用である。

本稿では、ヨシや塩生植物群落の選好性の一般

化を目的として行った研究成果について紹介する。

２．植生と地盤高・平均冠水水深との関係

対象河川は、潮汐の大小等特徴の異なる名取川、

揖斐川、淀川、太田川（太田川放水路）、吉野川、

筑後川とした。2009年度に各地方整備局が実施し

た地形測量（50ｍ間隔の格子点測量と植生の境界

線の測量）と植物調査の結果から、GISを用いて内

挿補間により10ｍメッシュで地盤高及び植生のデ

ータを整理し、相互の関係を分析した。ここでは、

と定義して、分析を行った。

各河川について群落ごとに整理した結果は参考

文献1)で示している。各地盤高における年間の冠

水中の水深の総和を冠水時間で除したもの（∫（水

位－地盤高）dt／冠水時間）を平均冠水水深とし、

各対象区域での相対潮汐地盤高に対する平均冠水

水深との関係を算出し、ヨシ群落の生え始めと最

も繁茂面積が多い（ピーク）地盤高をその上に落

としたものが図である（名取川についてはピーク

が不明瞭なためプロットしていない）。多少ばら

つきはあるものの、潮汐差が大きい筑後川を除く

と、平均冠水水深が40～70cm程度で生えはじ

め、15～30cm程度で最も多く繁茂するとの結果が

得られた。

３．成果の活用

太田川で中国地方整備局が実施している干潟再

生試験では、３種類の断面形状で干潟造成を行っ

ている（2010年3月竣工）。その際、試験区の上流

に繁茂している塩生植物の地盤高等の調査結果を

踏まえて設計が行われたが、フクド等の塩生植物

の繁茂域が徐々に広がっている。このように、植

物の成立条件に関する研究の進展が、環境に配慮

した適切な河道掘削や干潟造成等に寄与できると

考えられる。
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図 ヨシ群落の生え始め及びピークの地盤

高と平均冠水水深との関係
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